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技術名称

新技術情報提供システム(NETIS）登録
KT-120052-VE
SPチェーン(チェーン式落橋防止装置)S P チェーン

抜群のエネルギー吸収機能により、地震時の衝撃力を緩和！
チェーン式落橋防止装置が登場しました.

衝撃力が直接構造物に伝わることがないよう、チェーンに遊びを設けてあります。
チェーンに生じた荷重はボルトを介して鋼管に伝達され、鋼管が塑性変形を開始します。

SPチェーンは、エネルギー吸収性能とコストパフォｰマンスを両立させたチェーン式落橋防止装置です。
スリット加工を施した鋼管の塑性変形により大規模地震時の運動エネルギーを効果的に吸収します。
公共投資予算が縮減される中で、コストを抑えつつ既設構造物の耐震性向上をはかるため、落橋防止装
置を付加する工法の需要が高まっています。

スリット付き鋼管

強力チェーン強力シャックル

六角ボルト・ナット

SPチェーン の特長

鋼製部品のみで構成
されたシンプルな構

造です。特殊材料を使用せずにごく
一般的な鋼管（STKM13A）を採用す
ることでコストダウンを実現してい
ます。

低コスト上部工と同様の耐久
性を有しています。

目視により容易に点検が可能です。
大規模地震発生後にも、継続使用の
可否が容易に判定可能です。　また、
交換作業も容易です。

維持管理性鋼材の塑性変形
による高いエネル

ギー吸収性能を有しています。
全方向への移動に追従が可能
な為、支承の移動機能を損な
いません。

耐震性
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チェーン緊張開始

鋼管の降伏

設計曲線概念図
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T e l . 0 4 8 ( 2 5 9 ) 1 1 1 3
T e l . 0 2 9 6 ( 2 1 ) 2 2 0 0
T e l . 0 6 ( 6 3 7 4 ) 3 3 5 0
T e l . 0 1 1 ( 8 0 2 ) 9 1 0 1

F a x . 0 4 8 ( 2 5 9 ) 1 1 3 7
F a x . 0 2 9 6 ( 3 2 ) 8 8 0 0
F a x . 0 6 ( 6 3 7 5 ) 2 9 8 5
F a x . 0 1 1 ( 8 0 2 ) 9 1 0 4
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 寸法表　　　　
設計荷重に応じて、９種類の製品を用意いたしました。

※1  一般外面の防食処理は溶融亜鉛めっきを標準とします    ※2  強力チェーンＬ２部のリンク数(ｎ）は２個を標準とします   
※3 ブラケット形状に応じて幅広タイプも別途用意しております

呼称

KC150
KC250
KC340
KC410
KC550
KC650
KC800
KC900
KC1030

許容荷重
Pa

（kN）
225
375
510
615
825
975
1,200
1,350
1,545

地震時
許容伸び
⊿Lp
（mm）
150
150
110
130
150
150
150
150
150

地震時
常時
Lp

（mm）
766
990
838
1009
1097
1338
1477
1620
1620

常時
L1
(mm)
1055
1374
1284
1526
1678
2015
2217.5
2414
2470

常時
L2
(mm)
377
492
556
659
735
855
937.5
1014
1070

P1
（mm）
120
150
170
205
225
270
295
320
320

d1
（mm）
22
28
32
38
42
50
55
60
60

d2
（mm）
30
40
48
54
60
65
70
77
90

重量
（kg）
35.5
74.3
96.5
151.4
214.5
322.5
427.6
538.3
634.0

常時
Lc

（mm）
1432
1866
1850
2185
2413
2870
3155
3428
3540

L4
（mm）
126
178
210
230
264
290
320
344
400

B4
（mm）
39
50
60
66
75
83
90
98
112

スリット付き鋼管 強力チェーン 強力シャックル
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性能確認試験

死荷重反力：
設計荷重
設置数
製品１組あたりの設計荷重
地震時許容荷重（KC250）
地震時許容荷重（KC340）
よって、KC340を選定する。

ΣRd
ＨＦ＝1.5×ΣRd
N
PH＝ＨＦ／N
Pa
Pa

=2000
=3000
=6
=500
=375
=510

（kN/橋台）
（kN/橋台）
（基/橋台）
（kN）
（kN）＜PH・・・NG
（kN）＞PH・・・OK

計算例

SP チェーンは実物大試験体を用いてエネルギー吸収性能を検証し、
形状を最適化しています。

川金独自の「スリット加工技術」
スリットの適切な配置により大きな
伸び性能を確保しています。（特許）
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試験結果
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